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４
月
21
日
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
選
挙
で
16
人
の
住

民
代
表
が
決
ま
っ
た
。

　

５
月
10
日
に
５
月
会
議
を
開
催
し
、
議
長
、
副
議
長
の

選
挙
を
行
っ
た
。

　

常
任
委
員
会
お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
委
員
も

同
日
、
選
任
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
町
で
は
大
き
な
事
業
が
続
き
ま
す

が
、
議
会
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
活
発
な
議
論
や
提
言
を
行
い
、
協

議
を
重
ね
、
町
の
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

開
か
れ
た
分
か
り
や
す
い
議
会
と
な
る
よ
う

に
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
進
め
て
い
く
決
意

で
す
。

　
「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
和
の
精
神
と
は
、
自
分
に
も
人
に

も
正
直
に
、
不
満
が
あ
れ
ば
お
互
い
に
そ
れ
を

ぶ
つ
け
合
い
、
理
解
し
合
う
こ
と
が
本
質
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
和
し
て
同
ぜ
ず
」
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
、
議
会
の
さ
ら
な
る
円
滑

な
運
営
、
活
性
化
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

酒井　義光 議長

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

活発な議論や提言を

令
和
最
初
の

　

議
会
新
体
制
決
ま
る

第31代議長に　
　　　　　 酒井 義光 氏
　第33代副議長に　
　　　　　 　 荒井　 克 氏

荒井　　克 副議長
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◆
総
務
産
業
建
設

 

常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

道
下　

政
博

　

副
委
員
長　

向　
　

正
則

　
　

委　

員　

小
町　
　

実

　
　
　
　
　
　

森
川　
　

章

　
　
　
　
　
　

酒
井　

義
光

　
　
　
　
　
　

塩
谷　

道
子

　
　
　
　
　
　

谷
口　

正
一

　
　
　
　
　
　

洲
崎　

正
昭

◆
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

八
十
嶋
孝
司

　

副
委
員
長　

竹
内　

竜
也

　
　

委　

員　

西
村　
　

稔

　
　
　
　
　
　

荒
井　
　

克

　
　
　
　
　
　

森
山　

時
夫

　
　
　
　
　
　

角
井
外
喜
雄

　
　
　
　
　
　

多
賀　

𠮷
一

　
　
　
　
　
　

河
上　

孝
夫

◆
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

委 

員 

長　

谷
口　

正
一

　

副
委
員
長　

多
賀　

𠮷
一

　
　

委　

員　

議 

員 

全 

員

◆
議
会
運
営
委
員
会

　

委 

員 

長　

洲
崎　

正
昭

　

副
委
員
長　

谷
口　

正
一

　
　

委　

員　

多
賀　

𠮷
一

　
　
　
　
　
　

道
下　

政
博

　
　
　
　
　
　

河
上　

孝
夫

◆
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

八
十
嶋
孝
司

　

副
委
員
長　

竹
内　

竜
也

　
　

委　

員　

小
町　
　

実

　
　
　
　
　
　

森
川　
　

章

　
　
　
　
　
　

塩
谷　

道
子

　
　
　
　
　
　

道
下　

政
博

◆
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進

 

特
別
委
員
会

　

 

委 

員 

長　

酒
井　

義
光

　

副
委
員
長　

荒
井　
　

克

　
　

委　

員　

議 

員 

全 

員

◆
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

向　
　

正
則

◆
県
森
林
公
園
活
性
化

 

対
策
特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

河
上　

孝
夫

　

副
委
員
長　

道
下　

政
博

　
　

委　

員　

荒
井　
　

克

　
　
　
　
　
　

酒
井　

義
光

　
　
　
　
　
　

多
賀　

𠮷
一

　
　
　
　
　
　

谷
口　

正
一

　
　
　
　
　
　

洲
崎　

正
昭

◆
議
会
改
革
検
討

 

特
別
委
員
会

　

委 

員 

長　

荒
井　
　

克

　

副
委
員
長　

角
井
外
喜
雄

　
　

委　

員　

竹
内　

竜
也

　
　
　
　
　
　

八
十
嶋
孝
司

　
　
　
　
　
　

森
山　

時
夫

　
　
　
　
　
　

多
賀　

𠮷
一

　
　
　
　
　
　

道
下　

政
博

◆
郡
市
広
域
事
務
組
合

 

議
会
議
員

 

角
井
外
喜
雄

　
　
　
　
　
　

道
下　

政
博

　
　
　
　
　
　

洲
崎　

正
昭

　
　
　
　
　
　

河
上　

孝
夫

◆
県
後
期
高
齢
者
医
療

 

広
域
連
合
議
会
議
員

　

 

酒
井　

義
光

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

チェック機能の発揮・

※
河
上
孝
夫
議
員
は
、
５
月
会

議
、
６
月
会
議
を
欠
席
し
た

た
め
、
別
枠
で
写
真
を
掲
載

し
ま
し
た
。

向　
　

正
則

谷
口　

正
一

荒
井　
　

克

酒
井　

義
光

洲
崎　

正
昭

道
下　

政
博

多
賀　

𠮷
一

森
川　
　

章

竹
内　

竜
也

森
山　

時
夫

角
井
外
喜
雄

塩
谷　

道
子

西
村　
　

稔

八
十
嶋
孝
司

小
町　
　

実

河
上　

孝
夫
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６
月
会
議
を
４
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　

初
日
に
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
を
含
む
議
案
10
件
が
提
出
さ
れ
、
引
き
続
き
町
政
全
般
に
つ
い
て
６
人
が
一
般
質
問
を

行
っ
た
。

　

議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
全
議
案
を
可
決
、
請
願
２
件
を
採
択
、
１
件
を
不
採
択
、
陳
情
２
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
１
件
を
可
決
し

た
。
続
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
た
。

　

さ
ら
に
、
役
場
新
庁
舎
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
に
係
る
請
負
契
約
の
議
案
４
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
常
任
委
員
会
の
審
議
を
経
て
可
決
し
た
。

  
橋
の
長
寿
命
化

橋
の
長
寿
命
化

  
修
繕
工
事
進
む

修
繕
工
事
進
む

が
管
理
す
る
道
路
橋
は
、

お
お
む
ね
５
年
に
一
回
、

詳
細
な
定
期
点
検
を
行

い
、
橋
の
損
傷
状
況
を
把
握
し
て

い
る
。
平
成
31
年
現
在
で
は
、
１

７
４
橋
中
１
４
９
橋
が
20
年
後
に

は
架
設
後
50
年
以
上
の
高
齢
化
橋

梁
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
町

は
将
来
的
な
財
政
負
担
の
縮
減
と

道
路
交
通
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
に
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

　

国
の
指
示
で
、
健
全
度
判
定
区

分
Ⅲ
（
早
期
措
置
段
階
）
の
も
の

か
ら
優
先
的
に
修
繕
工
事
を
進
め

て
お
り
、
今
回
、
交
付
金
額
決
定

に
よ
り
補
正
予
算
に
住
の
江
橋
な

ど
４
橋
分
を
計
上
し
た
。

町

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
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一般会計補正予算

１億7542万円を可決１億7542万円を可決
（全員賛成）（全員賛成）　　

一般会計総額139億7409万円に一般会計総額139億7409万円に

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

中橋橋中橋橋

裏舟橋第四橋裏舟橋第四橋

カキアガリ橋カキアガリ橋
（清水区内）（清水区内）

◆橋梁補修事業費　内訳
住の江橋 補修工事費 ３５５３万円
中橋橋 実施設計委託料 ７７０万円
裏舟橋第四橋 実施設計委託料 １９９万円

カキアガリ橋
実施設計委託料 ２８６万円
補修工事費 ６１５万円
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こんなことに使われます

クローズアップクローズアップクローズアップ
６月補正予算で新たに行われる事業など、
一部を紹介します。

萩
野
台
小
学
校
・
公
民
館
に

 

下
水
道
を
接
続 

4
5
7
1
万
円

　

萩
野
台
小
学
校
と
萩

野
台
公
民
館
に
下
水
道

を
接
続
す
る
た
め
、
調

査
設
計
委
託
料
と
し
て

３
２
２
万
円
、
下
水
道

接
続
お
よ
び
既
存
施
設

の
処
分
・
撤
去
工
事
費

と
し
て
４
２
４
９
万
円

を
計
上
す
る
。

補正予算とは、当初予算の内容を一部変更する予算です。

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

　

町
役
場
の
新
庁
舎
と
福
祉
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
に
係
る
各
種
の
請
負
契
約
を

締
結
し
た
。
工
事
は
令
和
元
年
７
月
か

ら
開
始
す
る
。

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
新
庁
舎
で
の
業

務
開
始
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
最

優
先
で
事
務
を
進
め
て
い
る
。

○
建
築

　
　

豊
蔵
・
表
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体

 

18
億
８
３
２
０
万
円

○
電
気
設
備

　
　

第
一
電
機
・
北
陸
電
設
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

 

３
億
３
０
０
０
万
円

○
空
調
設
備

　
　

菱
機
・
ア
ム
ズ
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

 

２
億
８
５
０
１
万
円

○
給
排
水
衛
生
設
備

　
　

株
式
会
社
津
幡
工
業

 

１
億
１
９
０
２
万
円

 

（
以
上
、
全
員
賛
成
）

新
庁
舎
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

整
備
工
事
契
約
を
締
結

約契負請

未
婚
の
ひ
と
り
親
へ
の

    

給
付
金
に
か
か
る
事
務
費 

10
万
円

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の

う
ち
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に

対
し
て
１
人
当
た
り
１
万
７

５
０
０
円
を
給
付
す
る
。
消

費
税
増
税
に
伴
う
子
ど
も
の

貧
困
に
対
応
す
る
た
め
の
臨

時
・
特
別
の
措
置
で
あ
る
。

河
合
谷
体
育
館

　
　
　

建
て
替
え
へ 

6
1
2
万
円

　

旧
河
合
谷
小
中
学
校
の
体
育
館
の

改
築
工
事
実
施
に
伴
い
、
設
計
業
務

を
委
託
す
る
。

　

当
初
は
耐
震
補
強
に
よ
る
長
寿
命

化
を
計
画
し
て
い
た
が
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
ひ
び
割
れ
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
長
寿

命
化
は
不
適
合
と
判
断
さ
れ
、
建
て

替
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

▶
窓
口
は
こ
ち
ら
で
す

▲長い間ありがとう
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新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

議案審議議案審議

　

10
月
か
ら
は
７
０
０
０
円

に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

　

消
費
税
増
税
分
に
し
て
は

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
行
は
５
７
０
０
円
で
、

　

繁
忙
期
に
は
１
０
０
０
円

割
り
増
し
し
て
い
る
。
消

費
税
増
税
分
を
加
算
し
て

上
限
額
を
７
０
０
０
円
に

改
定
す
る
。

　
　
　
　

消
費
税
増
税
に
対
応

 
倶
利
伽
羅
塾
宿
泊
料
を
改
定
-農林振興課-

　６月会議で提出された案件は、各常任委員会
や分科会で審議し、多くの質疑がありました。
　その中の主なものを紹介します。

条
例
改
正

　

宿
泊
利
用
者
も
増
加
し
て

い
る
と
聞
く
が
、
改
定
に

よ
る
影
響
は
な
い
の
か
。

　

改
定
後
も
近
隣
市
町
の
宿

泊
施
設
と
比
較
し
て
も
安

価
で
あ
り
、
問
題
な
い
と

考
え
る
。

ＱＡ

ＱＡ

　

更
新
の
理
由
は
。

　

現
在
の
散
布
車
が
11
年
経

過
し
て
お
り
、
凍
結
防
止

剤
に
よ
る
腐
食
が
激
し
い

た
め
更
新
す
る
。

　

よ
り
高
性
能
の
も
の
に
更

新
す
る
の
か
。

　

現
在
と
同
じ
性
能
の
も
の

を
購
入
す
る
。

冬
季
の
安
全
に
備
え
て

 

凍
結
防
止
剤
散
布
車
を
更
新
-都市建設課-

　

凍
結
防
止
剤
を
散
布
す
る

場
所
と
出
動
ま
で
の
手
続

き
は
。

　

坂
道
や
交
差
点
、
橋
、
過

去
の
事
故
発
生
地
点
な
ど

に
散
布
す
る
。

　
　

気
温
が
氷
点
下
の
予
報

が
出
れ
ば
、
業
者
に
連
絡

し
て
散
布
車
を
出
動
さ
せ

る
。

ＱＡ

ＱＡ

　

ど
の
よ
う
な
場
合
で
の
適

用
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

　

新
規
建
設
が
行
わ
れ
る
施

設
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
指
定
管
理
者
の
専
門
的

な
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ

る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。

　
　
　
　
公
の
施
設
指
定
管
理
者

 

あ
ら
か
じ
め
候
補
者
の
選
定
が
可
能
に
-総 務 課-

条
例
改
正

　

当
町
で
適
用
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
は
。

　

屋
内
温
水
プ
ー
ル
の
建
設

に
お
い
て
は
、
適
用
の
要

件
に
該
当
す
る
と
考
え
て

い
る
。

ＱＡ

ＱＡ

　

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
は
。

　

１
年
間
の
医
療
保
険
と
介

護
保
険
の
自
己
負
担
の
合

計
額
が
高
額
な
場
合
に
、

　

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
制

度
で
あ
る
。

　

増
額
の
理
由
は
。

　

当
初
は
１
人
当
た
り
２
万

５
０
０
０
円
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
給
付
額
が
増
加

し
た
。

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

 

増
額
の
理
由
は
-福 祉 課-

　

１
人
当
た
り
の
給
付
額
と

対
象
人
数
は
。

　

１
人
当
た
り
３
万
２
０
０

０
円
と
な
り
、
３
３
０
人

が
対
象
と
な
る
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ▶
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る

　

倶
利
伽
羅
塾

◀
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
防
ぐ

　

た
め
に
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　６月会議で審査された請願・陳情の結果をお知らせします。
　請願・陳情は、町政に対し意見や要望があるとき誰でも提出することができます。
　請願には紹介議員が必要ですが、陳情には必要ありません。

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

陳情２件を審査請願３件・　陳情２件を審査陳情２件を審査請願３件・　陳情２件を審査

討　

論

不
採
択
と
な
っ
た
請
願
・
陳
情

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
を
求
め
る

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部 

津
幡
地
区
員　

池
田　

邦
三

 

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

 

（
賛
成
１
人
・
反
対
13
人
）

◎
請
願
者　

太
田
区
長 

南　
　

正
幸

 

紹
介
議
員　

洲
崎　

正
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
（
全
員
賛
成
）

申
請
道
路　

　
　

起
点　

太
田
ろ
２
１
４
番
２　

地
先

　
　

終
点　

太
田
ろ
２
１
２
番
９　

地
先

町
道
認
定
の
請
願
に
つ
い
て

採
択

◎
請
願
者　

公
明
党
津
幡
支
部 

津
幡
地
区
員　

池
田　

邦
三

 

紹
介
議
員　

道
下　

政
博

 
（
全
員
賛
成
）

　

主　

旨　

国
の
基
幹
統
計
に
係
る
不
正
調
査
が
露
見
し
、
政
府
統
計
へ
の

信
頼
を
失
墜
さ
せ
た
。
政
府
に
対
す
る
不
信
に
つ
な
が
る
た
め
、

徹
底
的
な
点
検
・
検
証
、
具
体
的
な
再
発
防
止
策
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
統
計
は
各
種
施
策
の
基
礎
と
な
る
た
め
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
統
計
改
革
を
強

く
求
め
る
。

信
頼
さ
れ
る
政
府
統
計
を
目
指

し
て
さ
ら
な
る
統
計
改
革
を
求

め
る

採
択

反
対

意
見
書
提
出
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ

　

児
童
虐
待
の
撲
滅
を
願
う
請
願
主
旨
に
は
賛
同
す
る
。
し

か
し
、
事
の
重
大
さ
か
ら
国
会
で
の
審
議
が
速
や
か
に
進
め

ら
れ
、
す
で
に
結
論
が
出
つ
つ
あ
る
。
議
会
に
よ
る
意
見
書

提
出
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

竹
内　

竜
也 

議
員

採
択
さ
れ
た
１
件
の
請
願
は

意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た

▲道路幅を確認
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新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

みなさまからの 請願３件・　請願３件・　陳情２件を審査請願３件・　請願３件・　陳情２件を審査

討　

論

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止
と
、
普
天
間
基
地
の

沖
縄
県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論
に
よ

り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る

べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

◎
陳
情
者　
「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員
会 

安
里　

長
従

 

元
山
仁
士
郎

 

米
須　

清
真

 

照
屋　

隆
司

 

仲
眞　

初
美

 

知
念　

栄
子

 

岸
本
セ
ツ
子

◎
陳
情
者　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会 

会
長　

半
田　

久
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
同
じ
陳
情
名
の
も
の
が
別
団
体
か
ら
２
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

 

（
以
上
、
賛
成
２
人
・
反
対
12
人
）

代
替
基
地
建
設
に
正
当
性
は
な
い

　

普
天
間
基
地
は
、
沖
縄
戦
に
乗
じ
民
有
地
を
強
制
接
取
し

て
建
設
し
た
も
の
で
、
国
際
法
上
は
違
法
だ
。
沖
縄
県
民
の

意
思
に
反
す
る
代
替
基
地
を
建
設
す
る
正
当
性
は
な
く
、
米

国
に
返
還
こ
そ
求
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塩
谷　

道
子  

議
員

委
員
会
の
主
な
反
対
意
見

賛
成

　

沖
縄
の
状
況
を
鑑
み
て
、
今
ま
で
多
く
の
沖
縄
振
興
策
を
講
じ
て
き

て
い
る
現
状
が
あ
り
、
政
策
的
に
努
力
し
て
い
る
。
国
と
沖
縄
と
の
話

し
合
い
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
解
決
へ
の
道
で
あ
る
。

　

請
願
・
陳
情
は
、
定
例
月
（
３
・
６
・
９
・
12
月
）
に
開
か
れ
る
会

議
で
審
査
し
ま
す
。
請
願
・
陳
情
の
提
出
締
切
日
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

請
願
・
陳
情
の
審
議
の
流
れ

①
請
願
・
陳
情
の
受
理

　

上
程
後
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
す
。
陳
情
の
場

合
、
特
に
議
長
が
必
要
と
認
め
る
も
の
は
議
会
運
営
委
員
会
に
諮

り
、
本
会
議
に
上
程
さ
れ
ま
す
。

②
本
会
議
に
上
程

　

所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
・
不
採
択
・
継
続
審
査

な
ど
、
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
決
め
ま
す
。

③
常
任
委
員
会
で
審
査

　

常
任
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
の
後
、
採
択
・
不
採
択
・
継
続

審
査
な
ど
、
議
会
の
意
思
決
定
（
議
決
）
を
し
ま
す
。

④
本
会
議
で
採
決

　

請
願
者
・
陳
情
者
に
対
し
、
議
決
結
果
を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

⑤
結
果
を
通
知
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新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

６月会議の審議結果
（賛否の分かれたもののみを掲載しています） 賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退　除斥…除

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果

小 

町　
　

 

実

森 

川　
　

 

章

竹 

内　

竜 

也

八
十
嶋 

孝 

司

西 

村　
　

 

稔

荒 

井　
　

 

克

森 

山　

時 

夫

角 

井 

外
喜
雄

酒 

井　

義 

光

塩 

谷　

道 

子

多 

賀　

𠮷 

一

向　
　

 

正 

則

道 

下　

政 

博

谷 

口　

正 

一

洲 

崎　

正 

昭

河 

上　

孝 

夫

請　

願
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める 不採択

賛１･反13 × × × × × × × × － × × × ○ × × 欠

陳　

情

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基
地の沖縄県外・国外移転について、国民的
議論により、民主主義及び憲法に基づき公
正に解決するべき
（陳情者：｢新しい提案」実行委員会）

不採択
賛２･反12 × × ○ × × × × × － ○ × × × × × 欠

辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基
地の沖縄県外・国外移転について、国民的
議論により、民主主義及び憲法に基づき公
正に解決するべき
（陳情者：全国青年司法書士協議会）

不採択
賛２･反12 × × ○ × × × × × － ○ × × × × × 欠

※議長は採決に加わらないため「－」で表示

人
事

公
平
委
員
会
委
員

 （
令
和
元
年
６
月
23
日
〜
）

 

任
期
４
年

　
　
　

塩
谷　

尚
子 

氏

 

（
庄
）　

 

再
任

固
定
資
産
評
価

 

審
査
委
員
会
委
員

 （
令
和
元
年
６
月
27
日
〜
）

 

任
期
３
年

　
　
　

田
川　

俊
範 

氏

 

（
北
中
条
）

 

再
任

人
権
擁
護
委
員

 （
令
和
元
年
10
月
１
日
〜
）

 

任
期
３
年

　
　
　

田
中　

郁
子 

氏

 

（
刈
安
）

 

再
任

 

（
以
上
、
全
員
賛
成
）

選
挙
管
理
委
員

 （
令
和
元
年
６
月
28
日
〜
）

 
任
期
４
年

　
　
　

勝
﨑　
　

隆 
氏

 

（
横
浜
）

 

再
任

　
　
　

小
蕎　

義
夫 

氏

 

（
太
田
）

 

再
任

　
　
　

中
農　

純
子 

氏

 

（
竹
橋
）

 

再
任

　
　
　

松
岡　

章
文 

氏

 

（
倉
見
）

 

再
任

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

 （
令
和
元
年
６
月
28
日
〜
）

 

任
期
４
年

　
　
　

中
島　
　

勉 

氏

 

（
川
尻
）

 

再
任

　
　
　

酒
井
美
代
子 

氏

 
（
浅
田
）

 
再
任

　
　
　

燒
田　

新
一 

氏

 

（
南
中
条
）

 

再
任

　
　
　

板
坂　

順
子 

氏

 

（
清
水
）

 

新
任
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新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

５月会議５月会議５月会議５月会議５月会議

　

５
月
10
日
に
５
月
会
議
を
開
催
し
、

一
般
会
計
補
正
予
算
と
条
例
改
正
の

議
案
２
件
、
承
認
９
件
が
提
出
さ
れ

た
。
議
案
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議

を
経
て
全
議
案
を
可
決
し
た
。

○
緊
急
風
し
ん
抗
体
検
査
等

事
業
費

　
　
　
　
　
　

６
６
４
万
円

 　
　

風
し
ん
の
発
生
・
ま
ん

延
予
防
の
た
め
、
抗
体
保

有
率
の
低
い
昭
和
37
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
に

対
す
る
抗
体
検
査
・
予
防

接
種
を
行
う
。

　
　

令
和
元
年
度
は
41
歳
か

ら
47
歳
に
な
る
方
を
対
象

と
し
、
今
後
３
年
間
か
け

て
順
次
事
業
を
行
っ
て
い

く
。

まずはまずは
　風　風しんへの抵抗力をしんへの抵抗力を
 確認 確認

一般会計
補正予算

1067万円を可決（全員賛成）
一般会計総額137億9867万円に

議員の寄附行為は公職選挙法で禁止されています
○香典や結婚披露宴における祝儀（本人出席の上、通常一般の社交の範囲で
あるときを除く）

○議員や後援会がお中元やお歳暮を贈ること
○町民や団体が議員に寄附などを求めること

このほか、議員活動に対して法律上の制限があります
各種会合への出席依頼には参加費を必ず明記してください

皆さまのご理解とご協力をお願いいたします

○
土
木
総
務
費

　

交
通
安
全
対
策
費

　
　
　
　
　
　

４
０
３
万
円

　
　

道
路
橋
梁
等
点
検
や
防

犯
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

に
使
用
す
る
車
両
２
台
を

購
入
す
る
。

町
税
条
例
の
改
正　

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
控
除
の
見
直
し
な
ど
、

　

必
要
な
改
正
を
行
う
。

 

（
全
員
賛
成
）©北条司/NSP・「2019劇場版シティーハンター」製作委員会



町政を　問う問う町政を　問う問う問う
 

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を

　
　
　
　
　

 

設
定
せ
よ

　

関
係
機
関
と
検
討
す
る

　

滋
賀
県
大
津
市
で
悲
惨
な

交
通
事
故
が
起
き
た
。
こ
の

よ
う
な
事
故
が
二
度
と
起
き

な
い
よ
う
、
交
通
安
全
の
徹

底
、
危
険
箇
所
の
改
善
を
図

る
べ
き
で
あ
り
、
保
育
施
設

周
辺
を
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
と
し
、

徐
行
区
間
に
せ
よ
。

スポーツスタッフの
 派遣を

　新たな派遣の予定はない

▲気分もスカッと！
（加賀爪いきいきサロン）

い
き
い
き
サ
ロ
ン

保育施設周辺

　

保
育
園
へ
の
送
迎
は
、
基

本
的
に
保
護
者
が
行
っ
て
お

り
、
ま
ず
は
保
護
者
へ
の
交

通
安
全
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

現
時
点
で
は
、
す
ぐ
に
保
育

園
周
辺
を
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
と

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

が
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

検
討
す
る
。

　

各
保
育
園
で
再
度
散
歩
コ

ー
ス
な
ど
の
危
険
箇
所
を
確

認
し
、
津
幡
警
察
署
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
、
協
力
を
図

っ
て
い
く
。

　

町
内
各
地
区
の
い
き
い
き

サ
ロ
ン
で
は
、
簡
単
な
体
操

や
歌
、
音
楽
、
お
し
ゃ
べ
り

な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
高
齢
者
が
体
力
づ
く
り

の
た
め
の
運
動
を
行
え
る
よ

う
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公

認
指
導
者
や
高
齢
者
体
力
づ

く
り
支
援
士
な
ど
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
せ
よ
。

矢
田 

町
長
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森
川 

議
員

森
川 

議
員

　

ま
た
、
散
歩
コ
ー
ス
な
ど

の
確
認
と
安
全
対
策
の
検
討

は
。

▶
保
育
施
設
周
辺
は
ゆ
っ
く
り
と

一般質問とは、議員が町政全般につい
て町長など執行機関に考えや方針を問
うものです。制限時間は１人 30分以
内で、一問一答で行われます。

森 川 　 章 議員

そ
の
他
の
質
問

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
広
く

周
知
せ
よ
。

　

普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　

定
住
促
進
フ
ェ
ア
を
実

施
せ
よ
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
の
出
展
を

検
討
し
た
い
。

ＱＱ
　

当
町
に
は
現
在
約
70
の
ふ

れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

が
あ
り
、
介
護
予
防
メ
イ
ト

や
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
運

営
に
協
力
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
健
康
増
進
に
寄

与
で
き
る
団
体
な
ど
は
あ
り
、

す
で
に
町
民
が
主
体
的
に
協

力
し
て
活
動
し
て
い
る
た
め
、

新
た
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
派

遣
す
る
予
定
は
な
い
。

ＡＡ

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

矢
田 

町
長



町政を町政を　　問う町政を町政を　問う町政を　

　

子
育
て
世
代
の
方
々
に
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
支
払
い

が
５
０
０
円
に
な
っ
た
こ
と

の
感
想
を
尋
ね
る
と
「
お
金

の
心
配
を
せ
ず
に
医
者
に
か

か
れ
て
う
れ
し
い
」
と
言
わ

れ
た
後
で
、
ほ
と
ん
ど
の
方

 

窓
口
無
料
化
に

　

 

な
ら
な
い
理
由
は

　
　

公
平
性
に
欠
け
る
た
め

子どもの医療費

包括的民間委託に
　　 問題はないのか
　 より適切な
 事業運営に努めていく

上
下
水
道

つばた議会だより　№150

令和元年７月５日発行
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す
べ
て
を
民
間
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
当
町
も
管
理

者
と
し
て
関
与
す
る
こ
と
が

技
術
力
の
維
持
に
は
重
要
で

あ
り
、
有
効
な
方
策
を
実
践

し
た
い
。

　

災
害
時
に
は
、
重
要
な
指

揮
命
令
は
町
が
行
い
、
受
託

事
業
者
に
作
業
を
補
助
し
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
企

業
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
よ

り
適
切
な
維
持
管
理
、
安
全
、

安
心
な
上
下
水
道
の
事
業
運

営
に
努
め
て
い
く
。

▲迷わず受診できるように

　

上
下
水
道
官
民
連
携
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、

町
が
所
有
権
を
持
っ
た
ま
ま

民
間
が
運
営
権
を
取
得
す
る

方
式
で
な
か
っ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
が
、
包
括
的
民
間

委
託
に
不
安
は
残
る
。

　

役
場
に
技
術
の
継
承
は
で

き
る
の
か
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
復
旧
に

支
障
は
な
い
の
か
。

　

医
療
費
は
保
険
料
と
税
金

で
賄
わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

の
い
な
い
家
庭
も
負
担
し
て

い
る
。
子
ど
も
の
医
療
費
の

み
を
無
料
に
す
る
こ
と
は
、

負
担
に
格
差
が
生
じ
、
公
平

性
に
欠
け
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
町
単
独
に

よ
る
窓
口
無
料
化
は
考
え
て

い
な
い
。

矢
田 

町
長

塩
谷 

議
員

が
「
な
ぜ
津
幡
町
は
無
料
に

な
ら
な
い
の
か
」
と
問
わ
れ

た
。

　

県
内
19
自
治
体
の
う
ち
、

無
料
で
な
い
の
は
６
自
治
体

で
あ
る
。
な
ぜ
窓
口
無
料
化

に
取
り
組
ま
な
い
の
か
。

◀
運
営
は
ど
う
変
わ
る
？

（
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

一般質
問

塩 谷 道 子 議員

塩
谷 

議
員

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

山
崎 

上
下
水
道
課
長

そ
の
他
の
質
問

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
認
定

前
で
も
支
給
さ
れ
る
の

か
。

　

緊
急
時
に
は
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

津
幡
運
動
公
園
に
喫
煙

所
の
設
置
を
。

　

考
え
て
い
な
い
。

　

在
宅
介
護
慰
労
金
制
度

の
復
活
を
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
実
施

す
る
考
え
は
な
い
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
の
策
定
は
よ
り
よ
い

制
度
設
計
を
。

　

国
の
指
針
に
則
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。

ＱＱ ＡＡＱＡＱＡ
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笠
野
公
園
は
、
こ
の
地
域

に
あ
る
唯
一
平
地
の
広
場
で

あ
る
。
公
園
に
あ
る
築
後
54

年
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

や
周
辺
を
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
時
に
は
こ
の
地

が
避
難
場
所
な
ど
防
災
拠
点

に
な
り
得
る
と
考
え
る
。
近

く
に
笠
谷
消
防
分
団
が
あ
る

こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

　

町
の
将
来
計
画
と
し
て
の

考
え
を
示
せ
。

　

笠
野
公
園
を
含
む
周
辺
区

域
は
、
平
成
25
年
に
県
が
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
し

て
お
り
、
町
の
避
難
場
所
に

は
指
定
し
て
い
な
い
。
防
災

拠
点
と
し
て
ど
う
活
用
で
き

る
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

笠
野
地
区
の
活
性
化
の
た

め
に
も
魅
力
あ
る
農
村
公
園

と
な
る
よ
う
、
早
急
に
有
利

な
財
源
の
検
証
を
図
り
調
査
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

交
差
点
で
の
痛
ま
し
い
交

通
事
故
が
全
国
で
多
発
し
て

い
る
。

　

平
成
28
年
に
開
通
し
た
県

道
莇
谷
津
幡
線
杉
瀬
バ
イ
パ

ス
は
、
朝
晩
の
交
通
量
が
増

 

早
期
の
設
置
を

　

  

津
幡
警
察
署
へ
要
望
す
る

信 号 機

防災拠点として
　　　　　 整備せよ

　 慎重に検討する
　　　　　　 必要がある

笠
野
公
園

▲整備が待たれる笠野公園

　

県
道
莇
谷
津
幡
線
と
町
道

と
の
交
差
点
は
、
朝
夕
の
交

通
量
が
増
加
し
、
児
童
生
徒

の
通
学
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
一
層
の
交
通
安
全

対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　

信
号
機
の
設
置
は
、
関
係

す
る
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、

ま
ず
は
津
幡
警
察
署
へ
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

岩
本 
産
業
建
設
部
長

矢
田 

町
長

▶
望
ま
れ
る
信
号
機

八十嶋孝司 議員

八
十
嶋 

議
員

八
十
嶋 

議
員

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

そ
の
他
の
質
問

　

投
票
率
向
上
策
は
。

　

国
の
研
究
報
告
な
ど
を

参
考
に
検
討
す
る
。

ＱＡ

加
し
、
危
険
な
箇
所
と
な
っ

て
い
る
。

　

事
故
防
止
の
た
め
に
、
地

区
か
ら
も
要
望
が
出
て
い
る

信
号
機
の
設
置
を
早
期
に
働

き
か
け
よ
。
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官
民
連
携
に
対
す
る

 

考
え
方
は

　

 

包
括
的
民
間
委
託
で

 

進
め
る

国土強靭化
　地域計画を策定せよ

　現計画で対応できる

防

災

水道事業

　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は
、

大
規
模
自
然
災
害
時
の
人
命

保
護
や
救
助
、
救
急
、
医
療

活
動
、
行
政
機
能
確
保
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　

当
町
で
は
、
民
間
事
業
者

や
県
内
・
県
外
の
自
治
体
な

ど
の
応
援
協
定
を
含
め
、
当

面
、
町
地
域
防
災
計
画
や
町

国
民
保
護
計
画
、
大
規
模
災

害
発
生
時
に
お
け
る
町
業
務

継
続
計
画
で
対
応
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　

多
発
す
る
自
然
災
害
の
リ

ス
ク
に
備
え
る
べ
く
、
防
災

・
減
災
、
復
旧
・
復
興
に
資

す
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

市
町
村
は
、
地
域
の
状
況

に
応
じ
た
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務

を
有
す
る
。

　

策
定
の
考
え
は
。

　

包
括
的
民
間
委
託
が
導
入

さ
れ
た
と
し
て
も
事
業
主
体

は
当
町
で
あ
り
、
住
民
へ
の

責
任
を
果
た
す
上
で
受
託
事

業
者
に
対
す
る
監
督
が
重
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

事
業
者
と
同
等
以
上
の
技
術

力
・
知
識
が
求
め
ら
れ
る
が
、

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
事
業

の
安
全
、
確
実
な
運
営
に
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　

当
町
と
し
て
は
、
第
三
者

に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
想

定
し
て
い
る
が
、
職
員
の
技

術
の
維
持
、
確
保
の
観
点
か

ら
維
持
管
理
業
務
と
同
様
に
、

関
与
す
る
よ
う
努
め
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

　

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、

自
治
体
の
判
断
の
も
と
で
実

質
的
な
民
営
化
で
あ
る
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
し
得
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

動
き
へ
の
考
え
は
。

竹
内 

議
員

小
倉 

総
務
部
長

竹
内 

議
員

八
田 

環
境
水
道
部
長

▲みんなの水の未来は？

◀
強
く
て
し
な
や
か
な
町
へ

竹 内 竜 也 議員

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

※
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

利
用
料
金
の
徴
収
を
行
う
公

共
施
設
で
、
施
設
の
所
有
権
を

公
共
主
体
が
有
し
た
ま
ま
、
施

設
の
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

設
定
す
る
方
式
。

　

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
は
、

施
設
の
建
設
改
良
を
含
む
場

合
が
多
い
こ
と
や
契
約
期
間

が
20
年
ほ
ど
の
長
期
に
な
る

こ
と
、
実
施
事
例
が
極
め
て

少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
当

町
で
は
包
括
的
民
間
委
託
で

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
国

や
先
進
自
治
体
の
動
き
を
注

視
し
、
次
の
検
討
段
階
で
見

極
め
た
い
と
考
え
る
。

矢
田 

町
長
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平
成
29
年
、
は
し
ご
車
を

廃
車
し
た
。

　

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
に
、
は
し
ご
車
の
必

要
性
は
、
高
層
建
築
物
な
ど

が
多
く
な
る
現
在
こ
そ
増
し

て
い
る
と
思
う
が
、
廃
車
の

経
緯
を
問
う
。

　

当
町
で
は
、
平
成
14
年
に

国
が
定
め
る
指
針
に
基
づ
き

は
し
ご
車
を
配
備
し
た
が
、

16
年
間
の
出
動
回
数
は
３
件

で
、
１
件
の
消
火
活
動
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
近
年
の
建
物
は
、

出
火
を
早
期
に
知
ら
せ
る
設

備
や
消
防
用
設
備
、
耐
火
性

能
な
ど
火
災
に
対
す
る
安
全

性
が
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
情
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
は
し
ご
車
の
廃

車
を
決
定
し
た
。

　

平
成
13
年
度
か
ら
計
画
さ

れ
た
町
道
菩
提
寺
１
号
線
は
、

着
工
か
ら
17
年
が
経
過
し
た
。

　

用
地
取
得
の
問
題
や
地
形

で
の
難
工
事
な
ど
か
ら
、
事

業
が
長
期
化
し
て
い
る
と
聞

く
。

　

辺
地
対
策
事
業
債
ば
か
り

を
当
て
に
せ
ず
、
町
道
菩
提

寺
１
号
線
の
早
期
完
成
を
求

め
る
。  

菩
提
寺
１
号
線
を

 

早
期
完
成
せ
よ

 　

予
算
確
保
に
努
め

 

事
業
を
進
め
る

町 道

はしご車の
　　 廃車の経緯は

　実情を総合的に勘案し
決定した

消

防

西
村 

議
員

西
村 

議
員

　▲いざというときには津幡町にも　　
　　駆け付ける金沢市消防局のはしご車

　

菩
提
寺
１
号
線
の
道
路
整

備
事
業
は
、
現
道
の
急
カ
ー

ブ
や
急
勾
配
を
解
消
し
、
安

全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

現
状
で
は
、
活
用
で
き
る

国
・
県
の
補
助
制
度
が
な
く
、

大
変
有
利
な
交
付
税
措
置
を

得
ら
れ
る
辺
地
対
策
事
業
債

を
引
き
続
き
活
用
し
、
事
業

を
進
め
て
い
く
。

矢
田 

町
長

西 村 　 稔 議員

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

矢
田 

町
長

そ
の
他
の
質
問

　

土
木
・
管
工
事
の
入
札

は
適
正
か
。

　

適
正
で
あ
る
。

　

高
所
作
業
車
を
救
助
車

と
し
て
配
備
せ
よ
。

　

安
全
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
。

　

津
幡
駅
の
案
内
看
板
の

更
新
を
急
げ
。

　

町
観
光
協
会
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

ＱＱＡＡＡ Ｑ

▲早期開通が待ち遠しい
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リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

 

情
報
配
信
を

　

 

防
災
行
政
無
線
と
屋
外

 

ス
ピ
ー
カ
ー
で
対
応
す
る

新ハザードマップの
　作成スケジュールは

　令和元年度
　　　後半を見込んでいる

防
災
・
減
災

緊急情報

　

県
の
想
定
最
大
規
模
の
降

雨
を
想
定
し
た
洪
水
浸
水
想

定
区
域
図
の
見
直
し
結
果
を

も
と
に
、
当
町
も
新
た
な
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

を
令
和
元
年
度
後
半
に
見
込

ん
で
い
る
。

　

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
平
成
22
年
に
作
成
し
、

活
用
し
て
い
る
。
農
業
用
た

め
池
は
町
が
点
検
・
巡
回
を

行
っ
て
お
り
、
生
産
組
合
な

ど
に
は
水
位
を
下
げ
る
な
ど
、

決
壊
を
防
ぐ
対
策
を
行
う
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

　

県
で
１
０
０
０
年
確
率
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図

の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
新
た
な
町
の
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

　

ま
た
、
豪
雨
の
影
響
に
よ

る
土
砂
災
害
や
大
地
震
を
想

定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
と
、
農
業
用
た
め
池
の

決
壊
を
防
ぐ
対
策
を
問
う
。

　

小
中
学
校
な
ど
で
は
、
教

職
員
室
に
設
置
さ
れ
た
防
災

行
政
無
線
端
末
か
ら
の
緊
急

情
報
を
校
内
放
送
で
伝
達
し

て
い
る
た
め
、
情
報
が
伝
わ

る
の
に
時
間
差
が
生
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

道
下 

議
員

道
下 

議
員

▲緊急情報は一刻も早く
　　　　　　　（井上小学校）

　

全
小
中
学
校
に
防
災
行
政

無
線
を
装
備
し
、
敷
地
内
に

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し

て
い
る
。
緊
急
情
報
な
ど
は
、

自
動
的
に
起
動
し
て
大
音
量

で
放
送
さ
れ
る
た
め
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
察
知
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
現
時
点
で
は
シ
ス
テ
ム

の
改
修
は
考
え
て
い
な
い
。

矢
田 

町
長

道 下 政 博 議員

　

大
規
模
災
害
な
ど
の
情
報

を
い
ち
早
く
生
徒
に
伝
え
、

多
く
の
命
を
守
る
た
め
に
、

校
内
放
送
設
備
と
防
災
行
政

無
線
を
連
動
さ
せ
る
よ
う
シ

ス
テ
ム
を
改
修
せ
よ
。

◀
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認

　

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

小
倉 

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問

　

障
害
者
や
外
国
人
用
の

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
。

　

既
存
の
冊
子
を
活
用
す

る
。

　

福
祉
避
難
所
の
確
保
や

運
営
体
制
は
。

　

各
事
業
所
の
協
力
の
も

と
災
害
時
体
制
を
進
め

る
。

　

タ
ク
シ
ー
初
乗
り
運
賃

補
助
制
度
の
導
入
を
。

　

現
在
の
助
成
制
度
の
活

用
を
促
進
す
る
。

ＱＱ ＡＡＡ Ｑ
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いしかわ歴史遺産に認定
　平成29年に日本遺産に申請をしたが認定
とはならなかったため、いしかわ歴史遺産に
再度申請をしたところ、31年２月に「いに
しえの記憶をたどる道　～倶利伽羅峠～」の
ストーリーで認定を受けた。手向神社を初め
とする「祈り｣、龍ヶ峰城跡の「戦い」など
の文化財が多くあり、また倶利伽羅峠を歩く
ことによって、いにしえの旅人と同じ目線で
その歴史や加越能の眺望を体感できるという
点が高く評価された。

その後

日本遺産への登録を目指している
　平成27年８月に「祈りと戦いの道、北国
街道倶利伽羅峠道」としたストーリーで、い
しかわ歴史遺産に申請をしたが、残念ながら
認定に至らなかった。しかし、倶利伽羅峠一
帯は極めて重要な歴史遺産であるため、小矢
部市と連携し、日本遺産への登録を目指すこ
ととした。同じ題材での日本遺産といしかわ
歴史遺産両方の申請は同時に受け付けられな
いとのことで、日本遺産登録申請に力を注い
でいく。

答　弁

補助金要綱の制定に取り組む
　現在は、全団員が改正以前の普通免許を取
得しており、運転には支障がないが、今後準
中型運転免許の取得が求められる若い団員に
は、免許取得にかかる経費の公費負担が必要
であると考えている。
　対象や経費などを検討し、補助金要綱の策
定に取り組む。

消防団員の自動車免許取得に
補助金要綱を制定

　消防団員の確保と消防団活動の円滑な遂行
と充実強化を図るため、町消防団員自動車運
転免許取得補助金交付要綱を制定し、平成
31年４月から施行した。
　準中型運転免許の取得とＡＴ限定解除に要
する自動車教習所での費用などが補助対象と
なる。

答　弁

その後

▲消防団員に若い力の確保を

消防団員の準中型運転免許取得を
 公費で負担せよ

平成30年９月会議　竹内　竜也議員

　町消防団に配備されるポンプ車は、いずれ
も車両総重量４トンを超えるが、道路交通法
の改正により普通免許では3.5トン未満の運
転に限定された。
　今後、ポンプ車の運転には準中型免許が必
要となるが、団員の免許取得にかかる費用を
公費で負担すべきだ。

倶利伽羅峠の戦いを
 いしかわ歴史遺産に登録せよ

平成28年12月会議　森川　章議員

　日本の歴史を大きく動かした源平倶利伽羅
合戦は、当町の魅力であり、石川県の魅力で
もある。歴史的背景を考慮しながら全国に広
く発信していくことは、地域の活性化につな
がる。
　いしかわ歴史遺産登録に向けての考えは。

追跡追跡追跡 あのあの質問質問のゆくえのゆくえあのあの質問質問のゆくえのゆくえあの質問のゆくえ
　これまでに行われた質問や提言がどう取り
組まれたか、２項目を選びレポートする。

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

請
願
・
陳
情
を
審
査

審  

議  

結  

果

い
っ
ぱ
ん
質
問

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
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App StoreまたはGoogle Playからダウンロード
してください。

　

４
月
11
日
に
石
川
県
町
村
議
会
議
長
会
が

開
催
さ
れ
、
自
治
功
労
表
彰
を
受
け
た
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
（
27
年
以
上
）

洲崎　正昭 議員

新 

 

組 

 

織

６  

月  

会  

議

議  

案  

審  

議

請
願
・
陳
情
を
審
査

５  

月  

会  

議

い
っ
ぱ
ん
質
問

お  

知  

ら  

せ

議会の会議録は

町議会ホームページで

見ることができます。津幡町議会HP

９月会議は、９月４日(水)10時からの予定です。
■傍聴受付日時　９月４日(水)　午前８時30分～
■定員　　　　　35人
■受付場所　　　町役場３階　議場入口前

◎初日は、議案の提案理由の説明と町政一般質問が
行われる予定です。
◎各常任委員会審議も傍聴することができます。
◎日程は変更になる可能性がありますので、
　詳しくは町議会ホームページをごらんになるか、
　下記までお問い合わせください。　

本会議は、ケーブルテレビ(生中継・録画)やインターネット(録画)
でもごらんいただけます。

お問い合わせは、議会事務局（℡  288-6410）

６月会議の傍聴者は延べ33人でした

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

スマホで議会だよりを

40代
3％

60代
30％

年代別
割合

50代
3％

70代
55％

20代20代
9％9％
20代
9％

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
31
年
４
月
５
日

に
発
刊
し
た
議
会
だ
よ

り
１
４
９
号
の
掲
載
写

真
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。

　

21
ペ
ー
ジ
下
段
、
角

井
外
喜
雄
議
員
の
一
般

質
問
「
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
促
進
に
取
り
組
め
」

に
、
記
事
の
内
容
と
は

全
く
関
係
の
な
い
写
真

を
掲
載
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

誤
解
を
招
く
写
真
を

掲
載
し
、
ま
た
関
係
の

皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

を
謹
ん
で
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
、
よ

り
慎
重
に
編
集
作
業
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
の
議
会
だ
よ
り

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
は
、
当
該

写
真
を
訂
正
し
て
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
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令
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〒
929-0393 石

川
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河
北
郡
津
幡
町
字
加
賀
爪
ニ
３
番
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TEL 076(288)6410
　
http://w

w
w
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n.tsubata.ishikaw
a.jp／

 
FAX 076(288)6418

　
eメ
ー
ル
 gikaijim

ukyoku@
tow
n.tsubata.lg.jp

発
行
／
津
幡
町
議
会
　
発
行
責
任
者
／
議
長
 酒
井
義
光

編
集
／
広
報
調
査
特
別
委
員
会

津幡町ペタンク協会津幡町ペタンク協会津幡町ペタンク協会津幡町ペタンク協会津幡町ペタンク協会

表 

紙 

の 

題 

字 

は

　

ペ
タ
ン
ク
と
い
う
名
前
の

競
技
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ペ
タ
ン
ク
と
は
、
フ
ラ
ン

ス
発
祥
の
球
技
で
す
。
私
た

ち
７
人
か
ら
始
め
て
、
今
年

で
12
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
も
初
め
は
、
ど
ん

な
競
技
か
す
ら
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

３
人
ず
つ
２
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
ビ
ッ
ト
を
中
心
に
鉄

の
ボ
ー
ル
を
転
が
し
近
づ
け

る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
な
か

な
か
簡
単
そ
う
で
、
近
づ
け

る
と
相
手
チ
ー
ム
の
鉄
の
ボ

ー
ル
に
は
じ
か
れ
て
し
ま
い
、

ど
う
攻
略
し
た
ら
良
い
か
頭

を
使
う
競
技
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
っ
て
な
ぁ
に
？

理
事
長　

高た
か

田だ　

篤あ
つ

子こ

井
上
小
学
校
６
年

　

前ま
え

田だ　

莉り

奈な

さ
ん
の
作
品
で
す
。

　

井
上
小
学
校
は
チ
ャ
イ
ム

が
な
く
、
み
ん
な
時
計
を
見

て
行
動
し
ま
す
。
休
み
時
間

は
学
年
関
係
な
く
、
一
緒
に

仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
笑

顔
で
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し

合
う
学
校
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
石
川
県
代
表

と
し
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

に
４
回
行
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

15
ｍ
×
５
ｍ
の
枠
の
中
で

す
る
、
あ
ま
り
体
力
は
い
り

ま
せ
ん
が
、
少
し
頭
を
使
う
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
と
て
も
向

い
て
い
る
競
技
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
現
在
12
名
で

す
。
も
っ
と
多
く
の
方
々
に
、

こ
の
ペ
タ
ン
ク
と
い
う
競
技

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
興
味

の
あ
る
方
、
一
度
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
活
動
場
所
と
時
間

　

住
吉
公
園

　
　

毎
週
月
・
金
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時

◆
連
絡
先

　

☎
２
８
８

－

２
６
１
４

 

（
高
田
）

議
会
だ
よ
り
の
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　

表
紙
の
風
景

　

６
月
６
日
、
夏
本
番
を
前
に

津
幡
小
学
校
で
は
６
年
生
が
プ

ー
ル
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

▲新メンバーで頑張ります


